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図1 PCR-DGGE法による土壌微生物相解析
3)水田転作作物マコモクケの品種特性と貯蔵法の検討
環境農林科　鈴木　和美
研究目的
現在我が国では,食生活の変化により米の消費量が減少
し,在庫米が増加してきている｡そのため水稲の減反政策
として休耕や転作がおこなわれている｡しかし休耕や転作
により一度水田としての機能が失われると,再び回復する
ことは容易な事ではない｡
そこで水田機能を維持しながら,水稲に代わる転作作物
として水生作物が考えられる｡その中で最近注目されてき
ているのがマコモ(マコモクケ)である｡
しかし日本におけるマコモ栽培の歴史は浅く,品種特性
や貯蔵方法については確立されていない｡
そこで以下の研究をおこなった｡
材料及び方法
1)マコモクケの生育と発生時期,本数,収量の分析｡
栽培方法:不耕起無農薬栽培
供試品種:千葉早生,昆明早生,昆明中生,長沙(晩生),
一点紅
栽植密度:1株/m2, 1株2本
施肥設計: LPコート100　N-8kg/lo乱
熔リン　　　P205-8kg/lo乱
塩化カリ　　　K20-8kg/10a
調査項目:草丈,茎数,発生時期,本数,収量
2)貯蔵法の検討
表-1に示した設計で日数経過によるマコモタケの変化
を比較｡
結果及び考察
1)生育調査の結果を図-1に示す｡草丈及び茎数で品種の
図2　希釈平板培養法とpcR-DGGE法の比較
違いによる差はなかった｡収穫は10月3日から始まり,
11月8日までの約1ケ月だった｡一点紅が期間の前半でマ
コモタケの発生が多く,千葉早生と昆明では前半と後半に
発生が多く見られた｡長紗ではほとんど発生が見られな
かった｡ (図-2) 1株当りのマコモクケの累計収穫本数は
長紗以外の品種で同じ値だったが,茎数に対するマコモタ
ケの発生率は昆明早生でやや低い値を示した｡ (図-3) 1
株当りの収穫量は千葉早生.昆明早生,昆明中生でほぼ同
じ収穫量だった｡一点紅はやや多い収穫量だったが,長紗
はほとんど収穫量がなかった. (図-4)
2)収穫当日,収穫10日後,収穫20日後にそれぞれ比較し
た｡冷蔵保存では,ジップロック保存の葉鞘有り,葉鞘無し,
真空パッックの葉鞘有り,葉鞘無しでの違いはなく,収穫
20日後でもマコモタケに変化はほとんど無く収穫時とほぼ
同じ食感だった｡冷凍保存では,冷凍直後にやや黄色く変
色したが,その後は保存方法での違いは見られなかった｡
しかし,解凍後には水分が出て柔らかくなってしまい,マ
コモ本来の食感がそこなわれていた｡冷蔵保存ではもっと
長期の比較が必要である｡冷凍保存ではマ=.モの食感を損
なわないようにするための冷凍保存方法を検討する必要が
ある｡
表-1
保存場所 冽H??ﾛ存パック 
冷蔵庫(5℃) 冲ﾈ.?ジップロック 
真空パック 
無し ?x6(7h8ﾘ6(4?
真空パック 
冷凍庫(-20℃) 冲ﾈ.?ジップロック 
真空パック 
無し 定5x6(7h8ﾘ6(4?-真空パック 
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